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Q
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　 ダ イ ズ 品 種 の．根 柆 菌 に 対 す る 親 和 性 を 規 制 し．て い る

生 理 的機構 を 検討 す る た め 、遺 伝 的 特 性 の 異 な る ダ イ

ズ 品種 （Rj品 種 な ど ） を 無 菌 的 に 水 耕 栽 培 し、培 養 液

中 に 撰か ら分 泌 さ れ tgレ ク チ ン 様 物 質 を抽 出 し 、ヒ ト

赤 血 球 及 び Rj品 種 と の 親 和 性 の 異 な る根粒 菌 に 対 す る

凝 集 活 性 を調 べ た e

　 ダ イ ズ 品 種　 Hill｛Rj4），IAC −2 〔Rj ，Rj 、｝，ア キ シ ロ メ

（non
−Rj）．　 Pekin9 （？ ） の 種子 を 殺菌 し．滅菌 し た 水

耕 栽 培 容 器 に 播 種 、栽 培 〔捧 free　Fahraeus 配 diu囗 ，

25℃ ｝ し た 。そ の 後、培 養 液
．
を 回 収 し、濃 縮 した 後 、

ゲ ル ろ 過 し、そ れ に よ り得 ら れ た 分子 壁約 5000以 上 の

画分 を レ ク チ ン 様．物 質 の 組 抽 出 液 と し た 。こ の 糧 抽 出

液
．
を 臙 c ぐ oassay 　 piate 　上 で ヒ ト赤 血 球 ｛A，　 AB，．B，，

0 型 ）．ま た は Rj 品 種 に 対 す る 親 和 性 の 異 な る 塾
一

rhizobium 　j迦 胆 （ls−1．　Is
−21 ，匸s ・・80 ｝　と Rhizo −

bium 　 fredii 〔USDA
−191 ）の 菌 体 と 混 和 し 、凝集 反 応 の

有．無 を．調 べ た 。

　 そ の 結 果 、各 々 の 穏 抽 出 液 の 赤 血 球 凝 集活 性は 、ア

キ シ ロ メ で は A，AB ，　 B型、　 IAC−2 と Pekin9 で は 全 血 液

型 、Hillで は A型 で 認 め ら れ た 。赤 血 球 凝 集 活 性 に 対

す る 単穂 （Glc，　 Gal，　 Man，　 Methyl一α
一D−glucoside 〕

の 阻害能 を 調べ た 結 果 L ア キ シ ロ メ 、IAC−2 ．Hill の

粗 抽 出 液 で は、恥 tky1 −
a 　
−D−glvcoside 　で 組 害 さ れ

た 。根粒 菌 に 対 す る 凝 集 活 性 は ア キ シ ロ メ ，Hili で は

供 試 4 菌株の 菌体 で 認め ら れ lIAC −2 で は、そ れ と親

和 性 の 高
．
い ls−21 の み が反応 し た 。

　 こ れ ら の 結果 か ら 、Rj遺 伝 子 保 有 品 種 に 対 す る 根粒

菌 の 親 和 性 の 差 異 と 、抽 出 し た レ ク チ ン 様 物．質 に よ る

凝 集 反 応 の 蒋 無 との 関 係 は 明 確 に は で き な か っ た 。
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